
評価指標 R4実績値
（前回測定）

R5実績値
（今回測定）

前年度
比

R8目標値
（R4計画策定時）

目標値
比

達成
状況

備 考

①
広域交通の日あたりの

平日運行便数
232便/日 215便/日

△17便/
日

236便/日
△21便/

日

・主に道南バス「胆振線」の「京極線」への統合に
よる減便並びに競合路線がある高速バス「高速いわ
ない号」及び路線バス「余市線」の減便による。
・再編・統合は利用実態を踏まえて進めている。

②
公的資金が投入されて
いる広域交通の収支率

（補助金適用前）

36.0％ 38.0％ +2.0％ 37.2％ +0.8％
ダイヤ改正等路線の再編に一定の成果があったと

考えられる。

③
後志地域の路線バスの

ドライバー数
292人 264人 △28人 293人 △29人

・事業者全体で20代がほぼ不在、30代が少数。
・50代が半数、さらに60代以上が30％近くを占める
など、全体的な高齢化が顕著であり、定年退職を見
据えた、若年層のドライバー確保が急務。

④
乗換環境向上のための

運行見直し・
拠点整備の実施件数

0件 1件
△2件
※1年に2件
ペースとした

場合

10件/５年
（R4～R8）
※R3計測なし

△4件
※1年に2件
ペースとした

場合

・計画の趣旨から「後志管内の広域（おおむね5市町
村以上）に渡る取組」を対象とすることとしている｡
・雷電線ダイヤ改定により、高速バスとの接続が改
善されたことを趣旨に沿う取組として実績に反映。

⑤ 広域交通の利用者数
（通常期平日）

4,687人/日
（R4.4月~10月）

4,201人/日
（R5.4月~10月）

△486
人/日

3,700人/日
（R8.4月~10月）
※R3：R2.4月~10

月

+501人
/日

目標値が、コロナ禍の数値を参考にしているため、
増加傾向にあるが、運行便数の減を一因として前年
度から減少している。

⑥
関係機関による地域住
民・来訪者の公共交通
利用促進策の実施件数

3件 3件
△1件
※1年に2件
ペースとした

場合

10件/５年
（R4～R8）
※R3計測なし

△1件
※1年に2件
ペースとした

場合

・計画の趣旨から「後志管内の広域（おおむね5市町
村以上）に渡る取組」を対象とすることとしている。
・広域に渡る大規模な取組の増加はない。

北海道後志地域公共交通計画の目標達成状況 資料４-１

※ R4計画策定時に含まれていた赤井川線（中央バス（株））の代替交通「むらバス」の運行分を含むこととし、R4実績値も変更



北海道後志地域公共交通計画の目標達成状況
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【参考資料】後志地域路線バス事業者の年代別ドライバー在籍状況
（令和６年１月１日時点）
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※ R4計画策定時に含まれていた赤井川線（中央バス（株））の代替交通「むらバス」の運行分を含むもの


